
患 者 さ ん と 病 院 と
地 域 を つ な ぐ 広 報 誌
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金沢医科大学氷見市民病院のホームページ
http://www.kanazawa-med.ac.jp/~himi/

病
院
の
理
念

私たちは「生命の畏敬」を医療活動の原点として
次のような病院を目指します。
● 医療人としての研鑽に励み、患者さん中心の医療を実践します。

● 住民の健康と生命を守る中核病院として、安全で質の高い医療を提供します。

● 地域の医療機関と協力し、地域の医療福祉の向上に貢献します。

● 将来の地域医療の担い手となる有能な医療人を育成します。

金沢医科大学氷見市民病院
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金沢医科大学氷見市民病院
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金
沢
医
科
大
学
氷
見
市
民
病
院

最
高
経
営
責
任
者

川
上 

重
彦

科
大
学
病
院
で
診
療
科
長
と
し
て
形
成
外
科
診

療
を
行
い
、本
年
3
月
末
を
も
っ
て
講
座
主
任
教

授
・
診
療
科
長
を
定
年
・
退
任
い
た
し
ま
し
た
。

そ
の
間
、大
学
で
は
竹
越
学
長
の
下
で
学
生
部
長

を
拝
命
し
、病
院
で
は
山
下
理
事
長
、竹
越
理
事

長
の
下
で
病
院
長
を
拝
命
し
、学
生
教
育
や
病
院

の
管
理
運
営
を
学
ぶ
機
会
を
与
え
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。こ
の
よ
う
な
貴
重
な
経
験
を
生
か
し
て

金
沢
医
科
大
学
氷
見
市
民
病
院
の
発
展
に
寄
与

し
た
い
と
念
じ
て
お
り
ま
す
。

　

金
沢
医
科
大
学
氷
見
市
民
病
院
は
公
設
民
営

化
病
院
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
て
10
年
目
と
な
り

ま
し
た
。そ
の
間
、本
院
は
着
実
な
発
展
を
遂
げ

て
い
ま
す
が
、今
後
も
在
宅
医
療
推
進
を
視
野
に

入
れ
た
地
域
医
療
連
携
の
い
っ
そ
う
の
充
実
、急

性
期
医
療
か
ら
慢
性
・
回
復
期
医
療
、人
間
ド
ッ

ク
も
含
め
た「
地
域
完
結
型
」基
幹
施
設
と
し
て

の
機
能
強
化
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。皆
様
方
の
ご
支
援
、ご
協
力
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

　

こ
の
度
、本
年
４
月
１
日
を
も
っ
て
第
3
代
目

の
金
沢
医
科
大
学
氷
見
市
民
病
院
最
高
経
営
責

任
者（
Ｃ
Ｅ
Ｏ
）に
就
任
い
た
し
ま
し
た
。竹
越 

襄
先
生
、髙
島 

茂
樹
先
生
の
後
を
引
き
継
ぐ
事

と
な
り
、大
変
光
栄
で
あ
る
と
と
も
に
そ
の
責
任

の
重
さ
に
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
す
。微
力
で

は
あ
り
ま
す
が
、地
域
の
皆
様
方
に
愛
さ
れ
、信

頼
さ
れ
る
地
域
中
核
病
院
と
し
て
さ
ら
に
発
展

す
る
よ
う
に
努
力
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

私
は
１
９
７
６
年
に
金
沢
大
学
医
学
部
を
卒

業
後
直
ち
に
金
沢
医
科
大
学
形
成
外
科
学
教
室

に
入
り
、以
来
41
年
間
金
沢
医
科
大
学
で
お
世
話

に
な
っ
て
き
ま
し
た
。最
初
の
21
年
間
は
先
代
の

塚
田
教
授
の
下
で
様
々
な
形
成
外
科
領
域
の
臨

床
・
研
究
を
学
び
ま
し
た
。１
９
９
６
年
に
は
米

国
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
校
形

成
外
科（
Ｕ
Ｃ
Ｌ
Ａ
）へ
留
学
す
る
機
会
も
い
た

だ
き
ま
し
た
。帰
国
後
、翌
年（
１
９
９
７
年
）に

塚
田
教
授
の
後
任
と
し
て
形
成
外
科
学
講
座
主

任
教
授
を
拝
命
し
、以
来
20
年
間
に
亘
り
金
沢
医

就
任
の
ご
挨
拶
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平
成
29
年
４
月
３
日（
月
）午
後
２
時
か
ら
新

入
職
員
入
職
式
が
氷
見
市
民
病
院
６
階
多
目
的

ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
年
度
の
入
職
者

は
医
師
３
名
、
薬
剤
師
１
名
、
看
護
師
17
名
、

臨
床
工
学
技
士
２
名
、
事
務
員
１
名
、
看
護
補

助
員
１
名
の
計
25
名
で
す
。

　

入
職
式
は
川
上
重
彦
最
高
経
営
責
任
者
な
ら

び
に
齋
藤
人
志
病
院
長
を
は
じ
め
多
数
の
病
院

幹
部
職
員
列
席
の
も
と
行
わ
れ
ま
し
た
。
新
入

職
員
を
代
表
し
、
薬
剤
師
の
前
田
志
帆
さ
ん
に

川
上
最
高
経
営
責
任
者
か
ら
辞
令
が
交
付
さ

れ
、「
患
者
さ
ん
や
地
域
の
皆
さ
ん
か
ら
信
頼

さ
れ
る
職
員
と
な
り
、
職
員
一
同
で
働
き
甲
斐

の
あ
る
、
活
力
あ
る
病
院
を
創
っ
て
い
た
だ
き

た
い
。」
と
式
辞
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。
続
い

て
齋
藤
病
院
長
か
ら
「
患
者
さ
ん
、
ス
タ
ッ
フ

に
思
い
や
り
を
持
ち
、
良
い
医
療
を
提
供
で
き

る
職
員
に
な
っ
て
ほ
し
い
。」
と
訓
示
が
あ
り

ま
し
た
。

　

最
後
に
新
入
職
員
を
代
表
し
て
、
初
期
臨
床

研
修
医
一
森
悠
希
さ
ん
が
「
金
沢
医
科
大
学
氷

見
市
民
病
院
の
一
員
と
し
て
、
自
己
研
鑽
に
努

め
職
務
に
精
励
す
る
こ
と
を
誓
い
ま
す
。」
と

宣
誓
し
、
入
職
式
を
閉
会
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
新
人
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
と
題

し
、
各
部
紹
介
や
研
修
を
四
日
間
行
い
、
各
所

属
部
署
で
の
勤
務
が
始
ま
り
ま
し
た
。

金
沢
医
科
大
学
氷
見
市
民
病
院

平
成
29
年
度

新
入
職
員
入
職
式

内分泌・代謝科

准教授

津田 真一

総合診療科
医員

武島 健人

整形外科

准教授

波多野 栄重

皮膚科
医員

石倉 祐貴

泌尿器科
助教

橘　宏典

初期臨床研修
臨床研修医

黒木 健伍

整形外科

講師

田口 慶太

初期臨床研修
臨床研修医

一森 悠希

腎臓内科

医員

山﨑 恵大

平成29年度 新任医師名簿
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看護部　16 名コメディカル　４名

新
人
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

平成
29年度

４
月
３
日（
月
）

①
病
院
の
概
要
と
運
営
に
つ
い
て

②
学
校
法
人
金
沢
医
科
大
学
の
概
要
及
び

　

病
院
職
員
と
し
て
の
心
構
え
に
つ
い
て

４
月
４
日（
火
）

①
各
部
門
紹
介

②
職
業
人
と
し
て
の
健
康
管
理
に
つ
い
て

③
新
入
職
員
接
遇
研
修

　
（
医
療
接
遇
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
小
山
美
智
子
氏
）

④
個
人
情
報
保
護
に
つ
い
て

４
月
５
日（
水
）

①
各
部
門
紹
介

②
地
域
医
療
連
携
に
つ
い
て

③
看
護
部
り
ん
ご
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
紹
介

④
職
場
に
お
け
る
防
火
と
防
災
に
つ
い
て

　
（
氷
見
市
消
防
本
部
）

４
月
６
日（
木
）

①
感
染
防
止
の
基
礎
知
識
に
つ
い
て

②
医
療
安
全
の
基
礎
知
識
に
つ
い
て

③
Ｂ
Ｌ
Ｓ
研
修

●
新
人
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

　

昨
年
病
院
見
学
を
さ
せ
て
も
ら
っ
た

時
に
患
者
さ
ん
一
人
ひ
と
り
に
優
し

く
、
職
員
同
士
の
挨
拶
が
活
発
で
明
る

い
雰
囲
気
の
あ
る
環
境
の
良
い
病
院
だ

と
思
い
入
職
を
希
望
し
ま
し
た
。

　

今
は
ま
だ
わ
か
ら
な
い
こ
と
が
多
い

の
で
す
が
先
輩
か
ら
多
く
の
こ
と
を
学

び
、
患
者
さ
ん
に
安
心
し
て
療
養
生
活

を
送
っ
て
も
ら
え
る
環
境
づ
く
り
の
一

端
を
担
っ
て
い
け
る
よ
う
、
ま
た
、
患

者
さ
ん
へ
の
優
し
さ
を
忘
れ
ず
、
い
つ

で
も
頼
っ
て
も
ら
え
る
看
護
師
と
な
る

よ
う
努
力
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

伊
藤 

智
樹
さ
ん

５
階
東
病
棟　

看
護
師
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手
術
か
ら
１
年
半
後
に
プ
ロ
レ
ス
の
リ
ン
グ

に
奇
跡
の
復
活
を
成
し
遂
げ
た
こ
と
な
ど
を

熱
く
語
ら
れ
ま
し
た
。
小
橋
氏
は
、
諦
め
ず

に
着
実
に
リ
ハ
ビ
リ
を
重
ね
て
が
ん
を
克
服

し
、
生
き
る
意
味
は
人
そ
れ
ぞ
れ
違
う
が
そ

れ
に
向
か
っ
て
進
む
こ
と
が
大
切
で
あ
る
と

強
調
さ
れ
、
参
加
者
は
、
熱
心
に
聴
講
さ
れ

ま
し
た
。

　

特
別
講
演

第２部
　

続
い
て
、
第
２
部
特
別
講
演
で
は
、
金
沢

医
科
大
学
消
化
器
内
視
鏡
学
伊
藤
透
教
授
を

座
長
に
「
も
し
も
自
分
あ
る
い
は
身
内
や
親

し
い
方
が
「
肺
が
ん
？
」
と
い
わ
れ
た
ら
〜

進
歩
す
る
肺
が
ん
最
新
治
療
〜
」と
題
し
て
、

金
沢
医
科
大
学
呼
吸
器
外
科
学
浦
本
秀
隆
教

授
が
講
演
さ
れ
ま
し
た
。
肺
と
は
何
か
？
か

ら
始
ま
り
、
肺
が
ん
の
診
断
の
流
れ
や
胸
腔

鏡
手
術
と
い
っ
た
最
新
の
治
療
方
法
に
つ
い

て
動
画
を
用
い
て
詳
細
に
分
か
り
や
す
く
解

説
さ
れ
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
齋
藤
人
志
病
院
長
の
閉
会
の
挨

拶
に
て
盛
会
に
終
わ
り
ま
し
た
。
金
沢
医
科

大
学
氷
見
市
民
病
院
で
の
市
民
公
開
講
座

は
、
北
陸
高
度
が
ん
プ
ロ
チ
ー
ム
養
成
基
盤

形
成
プ
ラ
ン
に
お
け
る
補
助
期
間
の
最
終
年

度
と
な
る
た
め
今
回
で
最
後
と
な
る
が
、
当

日
は
、
２
０
０
名
の
市
民
と
医
療
関
係
者
の

参
加
を
頂
き
、
が
ん
の
克
服
に
向
か
っ
て
一

歩
前
に
出
る
勇
気
を
持
つ
こ
と
の
大
切
さ
に

つ
い
て
理
解
が
深
ま
り
、
参
加
者
に
と
っ
て

最
後
に
ふ
さ
わ
し
い
有
意
義
な
市
民
公
開
講

座
と
な
り
ま
し
た
。

　

基
調
講
演

第１部
　

第
１
部
基
調
講
演
で
は
、
横
浜
相
原
病
院

病
院
長
の
吉
田
勝
明
先
生
を
座
長
に
、
元
プ

ロ
レ
ス
ラ
ー
の
小
橋
建
太
氏
が
「
腎
臓
が
ん

か
ら
の
奇
跡
の
復
活
〜
こ
の
一
瞬
を
大
切
に

生
き
る
〜
」
と
題
し
て
講
演
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
小
橋
氏
は
、
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
に
な
っ
た

直
後
の
２
０
０
６
年
、
39
歳
で
腎
臓
が
ん
が

見
つ
か
り
、「
ま
さ
か
自
分
が
…
」と
当
初
は
、

隠
せ
な
い
心
の
不
安
や
動
揺
は
非
常
に
大
き

な
も
の
で
あ
っ
た
が
、
家
族
ら
の
励
ま
し
や

支
え
に
よ
り
、右
腎
臓
の
摘
出
手
術
を
受
け
、

策
と
し
て
、「
が
ん
に
よ
る
死
亡
者
数
の
減

少
を
図
る
こ
と
」「
が
ん
患
者
と
そ
の
家
族
の

苦
痛
を
軽
減
す
る
こ
と
に
よ
り
療
養
生
活
の

質
の
維
持
向
上
を
図
る
こ
と
」、「
が
ん
に

な
っ
て
も
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
社
会
生
活
を

構
築
す
る
こ
と
」
の
三
点
を
強
調
さ
れ
、
本

日
の
市
民
公
開
講
座
も
国
の
施
策
の
一
つ
と

し
て
開
催
す
る
と
の
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

　

平
成
29
年
２
月
４
日（
土
）金
沢
医
科
大
学

氷
見
市
民
病
院
６
階
多
目
的
ホ
ー
ル
に
お
い

て
、
メ
イ
ン
テ
ー
マ
に
「
が
ん
の
克
服
に
向

か
っ
て
」
を
掲
げ
、
今
回
で
４
回
目
と
な
る

「
北
陸
が
ん
プ
ロ
金
沢
医
科
大
学
氷
見
市
民

病
院
市
民
公
開
講
座
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

開
催
に
あ
た
り
髙
島
茂
樹
金
沢
医
科
大
学

副
理
事
長
か
ら
、
我
が
国
に
お
け
る
が
ん
対

策
の
沿
革
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
、
が
ん
対

平
成
28
年
度 

北
陸
が
ん
プ
ロ
金
沢
医
科
大
学
氷
見
市
民
病
院

市
民
公
開
講
座

市
民
公
開
講
座
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　 病院★ニュース　

平
成
28
年
度
第
２
回

氷
見
市
居
宅
介
護
支
援
事
業
所
と
の

意
見
交
換
会

　

平
成
29
年
２
月
22
日
17
時
30
分
よ
り
、
当
院
２
階
合
同
カ

ン
フ
ァ
レ
ン
ス
室
に
て
、
市
内
の
医
療
福
祉
従
事
者
や
当
院

職
員
ら
80
名
の
参
加
の
も
と
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
会
は
、
在
宅
医
療
を
推
進
す
る
取
り
組
み
の
一
環
と
し

て
、
地
域
の
医
療
福
祉
従
事
者
と
の
情
報
共
有
や
連
携
強
化

を
目
的
に
年
に
数
回
開
催
し
て
お
り
、
今
回
は
、
多
職
種
合

同
の
研
修
会
と
し
て
、
病
院
側
、
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
側
の

双
方
よ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
業
務
や
取
組
み
に
つ
い
て
講
演
を

行
な
い
ま
し
た
。

　

講
演
で
は
、
各
演
者
よ
り
、
当
院
の
退
院
支
援
看
護
師
に

よ
る
退
院
後
訪
問
で
の
事
例
報
告
や
、
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

の
役
割
や
日
常
業
務
に
つ
い
て
紹
介
が
な
さ
れ
、
参
加
者
一

同
が
熱
心
に
聞
き
入
り
、
共
に
在
宅
支
援
に
携
わ
る
一
員
と

し
て
、
互
い
の
立

場
や
役
割
に
つ
い

て
改
め
て
理
解
を

深
め
る
有
益
な
機

会
と
な
り
ま
し

た
。
今
後
も
こ
う

し
た
活
動
を
通
じ

て
、
地
域
医
療
の

充
実
の
た
め
に
、

よ
り
一
層
医
療
と

介
護
の
連
携
が
図

ら
れ
る
よ
う
働
き

か
け
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

乳
房
Ｘ
線
装
置
が
新
し
く
な
り
ま
し
た

　

２
０
１
６
年
12
月
よ
り
フ
ル
デ
ジ
タ
ル
乳
房
Ｘ
線
装
置

M
AM
M
O
M
AT Inspiration

を
導
入
し
ま
し
た
。

　

今
回
、
当
院
に
導
入
し
た
乳
房
Ｘ
線
装
置
は
最
新
の
技
術

を
搭
載
し
て
お
り
、
高
画
質
と
被
ば
く
低
減
を
両
立
し
た
装

置
に
な
っ
て
い
ま
す
。
従
来
に
比
べ
て
最
大
50
％
被
ば
く
を

低
減
し
つ
つ
、
微
細
な
病
変
の
描
出
が
可
能
で
す
。

　

一
般
的
に
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
検
査
は
、
強
い
痛
み
を
伴
う
検

査
と
思
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
当
院
の
装
置
は
身
体
が
あ
た
る

部
分
が
丸
み
を
帯
び
た
形
状
に
デ
ザ
イ
ン
さ
れ
て
お
り
、
圧

迫
板
が
わ
ず
か
に
し
な
る
こ
と
で
従
来
よ
り
も
痛
み
を
少
な

く
す
る
工
夫
が
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
検
査
中
は
、
装
置
の

Ｌ
Ｅ
Ｄ
の
照
明
が
や
さ
し
く
発
光
し
、
患
者
さ
ん
が
落
ち
着

い
た
気
持
ち
で
検
査
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

乳
が
ん
に
な
る
女
性
は
12
人
に
１
人
で
年
々
増
え
て
き
て

い
ま
す
が
、
早
期
発
見
で
約
90
％
が
治
癒
す
る
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。
早
期
の
乳
が
ん
は
自
覚
症
状
が
な
く
、
触
っ
て
も
わ

か
ら
な
い
た
め
、
自
覚
症
状
が
な
い
う
ち
の
定
期
的
な
検
診

が
重
要
で
す
。

火
災
総
合
訓
練
・
災
害
総
合
訓
練

　

平
成
29
年
３
月
22
日（
水
）に
火
災
総
合
訓
練
、
３
月
24
日

（
金
）に
災
害
総
合
訓
練
を
金
沢
医
科
大
学
氷
見
市
民
病
院
で

実
施
し
ま
し
た
。
火
災
総
合
訓
練
は
、
消
防
署
職
員
か
ら
消

火
器
の
正
し
い
使
い
方
を
学
ぶ
消
火
器
訓
練
、
消
防
講
習
会

及
び
時
間
外
の
火
災
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。
火
災
訓
練
は
、

時
間
外
の
職
員
が
少
な
い
時
間
帯
の
３
階
Ｉ
Ｃ
Ｕ
で
の
出
火

を
想
定
し
、
初
期
消
火
、
避
難
誘
導
、
安
全
防
護
、
応
急
救

護
、
連
絡
網
に
よ
る
呼
集
訓
練
を
行
い
、
各
部
署
の
出
火
時

の
対
応
に
つ
い
て
確
認
を
行
い
ま
し
た
。

　

災
害
総
合
訓
練
は
、院
内
15
箇
所
に
出
火
場
所
を
想
定
し
、

迅
速
な
初
期
消
火
が
行
え
る
よ
う
消
火
器
、
補
助
散
水
栓
の

場
所
や
取
扱
い
を
確
認
し
た
１
次
訓
練
、
地
震
発
生
に
よ
る

３
階
東
病
棟
か
ら
の
出
火
を
想
定
し
た
２
次
訓
練
、
大
規
模

災
害
発
生
に
よ
っ
て
多
数
の
負
傷
者
が
来
院
し
た
場
合
を
想

定
し
た
ト
リ
ア
ー
ジ
訓
練
を
３
次
訓
練
と
し
て
行
い
ま
し

た
。
２
次
訓
練
で
は
、
実
際
に
補
助
散
水
栓
か
ら
の
放
水
や

氷
見
市
消
防
署
と
連
携
し
、
棚
の
下
敷
き
と
な
っ
た
職
員
の

救
出
や
逃
げ
遅
れ
と
な
っ
た
模
擬
患
者
を
救
出
す
る
訓
練
な

ど
本
番
さ
な
が
ら
の
訓
練
と
な
り
ま
し
た
。
３
次
訓
練
は
、

地
震
等
に
よ
り
市
内
の
負
傷
者
が
多
数
来
院
さ
れ
る
事
を
想

定
し
た
ト
リ
ア
ー
ジ
訓
練
を
行
い
ま
し

た
。
実
際
に
鞍
川
地
区
の
住
民
の
方
に

も
参
加
し
て
頂
き
、
ト
リ
ア
ー
ジ
エ
リ

ア
の
設
置
、
患
者
受
付
、
医
師
、
看
護

師
か
ら
な
る
ト
リ
ア
ー
ジ
チ
ー
ム
の
動

き
な
ど
を
確
認
し
ま
し
た
。

　

火
災
や
災
害
は
起
こ
ら
な
い
こ
と
が

一
番
良
い
の
で
す
が
、
万
が
一
起
こ
っ

て
し
ま
っ
た
場
合
に
備
え
、
訓
練
を
通

じ
て
職
員
全
員
が
常
日
頃
か
ら
、防
火
・

防
災
意
識
を
高
め
て
い
く
こ
と
で
、
さ

ら
に
安
全
安
心
の
病
院
と
な
る
よ
う
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
。
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　H o s p i t a l ★ N e w s  

接
種
期
間

　

平
成
29
年
4
月
1
日
〜

　

平
成
30
年
3
月
31
日

　

(

土
曜
日
は
受
付
無
し)

持
ち
物

　

  

診
察
券
、健
康
保
険
証
、案
内
は
が

き
又
は
文
書

　

※  

は
が
き
又
は
文
書
を
持
参
さ
れ

な
か
っ
た
場
合
、接
種
で
き
ま

せ
ん
の
で
ご
注
意
願
い
ま
す
。

個
人
負
担
金

　

３
，０
０
０
円

問
合
せ
先

　

医
事
課
又
は
氷
見
市
健
康
課

　

０
７
６
６

－

７
４

－

８
０
６
２

　

平
成
29
年
６
月
１
日（
木
）は
金
沢
医
科
大
学
開
学
記
念
日
と
し
て
休
診
と
な
り
ま
す
の

で
、ご
注
意
願
い
ま
す
。

病 院病 院からのからのお知らせお知らせ掲示板掲示板

助
成
対
象
者

　

  

次
の
❶
❷
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方

　
（  

た
だ
し
、す
で
に
こ
の
予
防
接
種
を
受

け
た
こ
と
が
あ
る
方
は
対
象
外
と
な
り

ま
す
。）

開
催
要
領

　

期　

間　

平
成
29
年
５
月
〜
11
月

　
　
　
　
　
（
毎
月
１
回　

原
則　

第
３
土
曜
日
）

　

時　

間　

14
時
〜
15
時
30
分

　

場　

所　

金
沢
医
科
大
学
氷
見
市
民
病
院

　
　
　
　
　

６
階
多
目
的
ホ
ー
ル

　

募
集
受
講
生

　
　
　
　
　

１
０
０
名
程
度（
予
定
）

申
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　

金
沢
医
科
大
学
氷
見
市
民
病
院　

総
務
課

　

電
話　

０
７
６
６

－

７
４

－

１
９
０
０

　
　
　
　
（
内
線 

２
０
２
３
）

❶
65
歳（
Ｓ
27
．４
．２
〜
Ｓ
28
．４
．１
生
の
方
）

　

70
歳（
Ｓ
22
．４
．２
〜
Ｓ
23
．４
．１
生
の
方
）

　

75
歳（
Ｓ
17
．４
．２
〜
Ｓ
18
．４
．１
生
の
方
）

　

80
歳（
Ｓ
12
．４
．２
〜
Ｓ
13
．４
．１
生
の
方
）

　

85
歳（
Ｓ
７
．４
．２
〜
Ｓ
８
．４
．１
生
の
方
）

　

90
歳（
Ｓ
２
．４
．２
〜
Ｓ
３
．４
．１
生
の
方
）

　

95
歳（
Ｔ
11
．４
．２
〜
Ｔ
12
．４
．１
生
の
方
）

　

100
歳（
Ｔ
６
．４
．２
〜
Ｔ
７
．４
．１
生
の
方
）

❷ 

60
歳
以
上
65
歳
未
満
で
心
臓
、じ
ん

臓
も
し
く
は
呼
吸
器
の
機
能
ま
た
は

ヒ
ト
免
疫
不
全
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
免

疫
の
機
能
に
障
害
が
あ
る
方（
身
体

障
害
者
手
帳
１
級
相
当
）。

平
成
29
年
度
高
齢
者
の
肺
炎
球
菌
感
染
症
予
防
接
種
の
お
知
ら
せ

休
診
の
ご
案
内

平
成
29
年
度「
健
康
づ
く
り
教
室
」の
ご
案
内

日
程

演
題

講
師

５
月
20
日（
土
）

―
開
講
式
―

が
ん
予
防
と
検
診
の
大
切
さ
に
つ
い
て

〜
長
く
健
康
で
過
ご
す
た
め
に
〜

病
院
長　

一
般
消
化
器
外
科
教
授

 

齋
藤　

人
志

６
月
17
日（
土
）

骨
粗
鬆
症
と
骨
折

〜
骨
を
強
く
す
る
方
法
は
？
〜

整
形
外
科　

准
教
授

 

波
多
野
栄
重

７
月
15
日（
土
）

高
血
圧
に
潜
む
脳
疾
患

〜
脳
疾
患
を
防
ぐ
た
め
に
は
〜

副
院
長　

脳
神
経
外
科
教
授

 

高
田　
　

久

９
月
16
日（
土
）

心
臓
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
か
？

〜
静
か
に
忍
び
寄
る
心
臓
発
作
に
気
付
く
た
め
に
〜

副
院
長　

循
環
器
内
科
教
授

 
福
田　

昭
宏

10
月
21
日（
土
）

加
齢
と
と
も
に
発
症
す
る
眼
瞼
下
垂
症
と
は

〜
頭
痛
、
肩
こ
り
に
悩
ん
で
い
ま
せ
ん
か
〜

最
高
経
営
責
任
者　

形
成
外
科
教
授

 

川
上　

重
彦

11
月
18
日（
土
）

腎
臓
病
と
生
活
習
慣
病

〜
透
析
治
療
に
な
ら
な
い
た
め
に
〜

―
閉
講
式
―

腎
臓
内
科　

准
教
授

 

齋
藤　

淳
史
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患者さんの権利

当院は医療の中心は患者さんであると認
識し、患者さんには次のような権利がある
ことを宣言します。 

● 安全で良質な医療を公平に受けること
　 ができます。

● 病気や治療内容について、分かりやす
　 い言葉で説明を受け、ご自分の希望や
　 意見を述べることができます。

● ご自分の意思で治療方法や医療機関
　 を選択することができます。

●   診療記録の開示を求めることができ
ます。

●   他の医療機関に受診することを希望
されるときは、必要な情報提供を受け 
ることができます。

●  プライバシーは尊重され、個人情報は
　 厳重に保護されます。

● 臨床研究に関して充分な説明を受け
　 たうえで、その研究に参加するかどう
　 かご自分の意思で決定できます。
　 また、いつでも参加を取り消すことが
　 できます。

● 治療に関する自己決定の参考にして
　   いただくため、セカンドオピニオンを
受けることができます。

患者さんへのお願い

当院は、地域の中核病院としての社会的
使命を果たすため、様々な医療を提供し
ています。患者さんには、次のことをご理
解いただき適切な医療を行うためご協力
くださいますようお願いいたします。

● 健康状態、その他必要なことを可能な
　 限り正確にお話しください。

● 説明を受けてもよく理解できない場合
　 は納得できるまでお聞きください。

● 治療を受ける場合は、医療スタッフの
　 指示に基づき療養してください。

● 病院のルールを守り、他の患者さんの
　 迷惑にならないようご配慮ください。

●   教育病院として、医師、医学生、看護学
生、医療専門職の学生、救急救命士など
の臨床実習・研修教育を行っておりま
す。厳重な指導のもとに実施しています
ので、ご理解とご協力をお願いします。

病院運営の基本方針

患者さん中心の病院運営を行います。

安全で信頼される医療の提供に最善
を尽くします。

患者さん・ご家族への「説明と同意」を
徹底します。

高度医療、質の高いチーム医療を推進
します。

地域の中核医療機関として地域医療
連携・支援を推進します。

良医の育成と医療人の教育・研修を推
進します。

働き甲斐のある健全で活力ある病院
づくりに務めます。

1.
2.

3.

4.

5.

6.

7.

■広報誌「かけはし 氷見」の由来
 広報誌が患者さんと病院、地域と病院をつなぐ“かけはし”となることを願って命名されました。

　氷見市といえば寒ブリを筆頭にした海の
幸がまず頭に浮かぶでしょう。しかし氷見
市は海の幸だけではありません。実は、富
山県最大の肉牛の産地でもあり、氷見牛は
他のブランド牛にも負けない魅力をもって
います。
　氷見牛は他県のブランド牛と比較すると
知名度はまだまだ低いかもしれませんが、
近畿ブロックの品評会で上位を争うほどの
評価を得ている黒毛和牛です。
　昭和初期に兵庫県但

たじ

馬
ま

から雌牛を導入し、飼料の配合や種牛の交配な
ど、飼育技術を高めていくことで氷見牛は誕生しました。各農家は氷見
牛の質をより高めるために自然飼料であるおからやりんごかすなどを用
いて、その香りを牛肉に残すという試みも進めてきました。また、各農
家の努力だけでなく氷見市のきれいな湧き水やストレスが少ない静かな
環境も氷見牛の質を向上させている要因となっています。
　他県に住む親戚や友人に氷見市の魅力を問われたとき、海の幸だけで
なく氷見牛も勧めてみてはいかがでしょうか。

　さわやかな新緑の季節となりました。
　当院は皆様方のおかげにより、金沢医科大学が指定管理者となって 10 年目という節目の年を迎
えております。この「かけはし」も 2012 年春号 Vol11 から表紙や内容を一新し、患者さんや地
域と病院をつなぐ情報誌として重要な役割を担っております。
　今年は節目の年として記念するイベント等もいろいろ計画されており、そのような情報もお届
けできると思いますのでご期待ください。

かけはし春号編集委員　上端　雅則

金
沢
医
科
大
学
氷
見
市
民
病
院
　
広
報
誌
か
け
は
し
  氷
見
  2
0
1
7
年
春
号
 V
ol.3
1

氷見牛の魅力

　写真は、氷見市の朝日山公園にて撮影したものです。
　全 270 本のソメイヨシノが淡いピンクの花を咲かせていました。
　新たな出会いや別れが多いこの季節。常に桜が寄り添ってくれていたように感じます。過去や未
来への思いを馳せながら、しばし時がたつのを忘れ、満開の桜を眺めるのも一興ではないでしょうか。

 スポンサー
企業 

●㈲アカシア商会●サカヰ産業㈱●たんぽぽ薬局氷見店●ニッショク㈱●日本海
綿業㈱●ファーマライズ㈱●㈱ビー・エム・エル●氷見伏木信用金庫●北陸コカ・
コーラボトリング㈱●菱機工業㈱●米沢電気工事㈱●㈱山下設計

エコロジーガーデン ecology garden

　当院では、院内緑化をすすめ、来院され
た患者さんやご家族の方々に安らいだ環境
を提供できるよう努力しております。この
院内緑化は、下記のスポンサー企業の協賛
のもとに維持運営を行っております。
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